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背景：背景：背景：背景：頚部または腰部の脊椎関節突起関節痛の診断を下すには、局所麻酔を用いて疼痛のある関節に神経ブ

ロックを施すしかない。慢性の脊椎関節突起関節痛または椎間板性疼痛の効果的治療法は不足している。高周

波除神経は最新の方法であるとみられ、適用形態は国ごとに大きく異なっている。

目的：目的：目的：目的：筋骨格系疼痛障害の治療における高周波除神経の有効性について評価すること。

検検検検索索索索戦戦戦戦略：略：略：略：開始時点から2002年2月までのMEDLINE、PsycLIT、EMBASE、ならびにCochrane Library 2002年2

号を検索した。抽出した文献の参考文献を点検し、高周波治療の専門医3名に助言を求め、その他の試験を抽

出した。

選選選選択択択択基準：基準：基準：基準：言語または日付に関わらず、筋骨格系疼痛障害における高周波除神経について調査されたランダ

ム化比較試験（RCT）。

データデータデータデータ収収収収集分析：集分析：集分析：集分析：2名のレビューアが、あらかじめ定めた登録基準に適合するRCTを選択してデータを抽出し、

選択した試験の主な結果および研究の質について統一フォームを用いて評価した。科学的エビデンスのレベル

を評価するため、定性分析を実施した。

主主主主なななな結果：結果：結果：結果：見出された文献は9件のみであり、関連する7件のRCTについて報告していた。このうち6件が質の高

い試験とみなされた。選択した試験にはランダム化された275名の患者が含まれており、このうち141名に実治療

が施された。1件の試験では頚部脊椎関節突起関節痛、2件の試験では頚腕痛、3件の試験では腰部脊椎関節

突起関節痛、1件の試験では椎間板性腰痛が調査の対象とされていた。試験のサンプルサイズは小さく、追跡期

間は短く、患者の選択、アウトカム評価、統計解析に若干の欠点があった。頚部脊椎関節突起関節痛と頚腕痛

では、高周波除神経の短期間での有効性に関する科学的エビデンスのレベルが限られており、腰部脊椎関節突

起関節痛では矛盾が見られた。椎間板内高周波電気的凝固術は、椎間板性腰痛に対する効果がないことを示

唆する限定的なエビデンスがある。

レビューアレビューアレビューアレビューア見解：見解：見解：見解：選択した試験から、高周波除神経では脊椎関節突起関節に原発する慢性頚部痛および慢性

頚腕痛の短期間での低減が得られるとの限定的なエビデンスが得られており、脊椎関節突起関節に原発する慢

性腰痛において、疼痛と障害に対しての高周波による短期間での効果に関しては矛盾するエビデンスがある。ま

た、椎間板内高周波電気的凝固術は、慢性椎間板性腰痛には効果がないことを示す限定的なエビデンスがあ

る。現在のエビデンスは決定的なものでないため、多数の患者サンプルでの長期間効果に関するデータが得ら

れる高品質のRCTを今後実施する必要がある。また、現在のところ高周波除神経が科学的エビデンスなしに実

施されていることから、脊柱以外の指標を用いたRCTが必要である。
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＊＊＊＊ごごごご注意：注意：注意：注意：この日本語訳は、試験的翻訳（Draft翻訳）版として公開するものであり、翻訳の正確さや質が保証されたものではあり

ません。訳語の間違いなどお気づきの点がございましたら、Minds事務局までご連絡下さい。また、この試験的翻訳版はコクラン・ラ

イブラリ2005年issue 4に掲載されたレビュー･アブストラクトの翻訳です。コクラン・ライブラリは年4回改定版が発行されていますの

で、ご利用に際しては、最新版（英語版）の内容をご確認下さい。

Copyright(c) All rights reserved by Minds, Japan Council for Quality Health Care

Copyright(c) All rights reserved by Minds, Japan Council for Quality Health Care


